
本日の話

・ 景 観 と は な に か ・ 里 山 と は な に か

・ 景 観 を 形 成 す る 自 然 要 因 一 景 観 の 土 台

◆地形

◆地貿

◆植生

・ 景 観 を 形 成 す る 人 的 要 因 一 里 山 利 用 の 歴 史

◆里山の利jl]が活発だった時期の瀬III ･ [1]上 地域の山林の様相

◆田上の生態系サービス

森林の過東|』な利川と洪水･ 治||.|治水
◆瀬日]の生態系サービス

丼持続的な工業･ 水源涵養提.能と翻池

・ 里 山 の 現 状

・ 里 山 の 現 代 的 活 用 を 目 指 し て

里 山 の 特 徴 一身近な自然を持続靴 二利用す６シχﾗｰﾑｰ
多様な生態系サービス

モザイク状の景観

高い生物多楡l生

多様な生息

・　　　-･l　　,A 塹 鯉 包 懸･!

願意鵬諏
( ニザイクお 皿) くくく（ 宍混ﾑ 昌 毘

里山とは・・・

狭義

広義

：農用林 （奥山に対 する 肋|| ）

：里山農業環境 （里地里山）

さらに広義：人びとが身近な自然回 腸 しつづける文化、また、その
結果生み出された生態糸

農業生産景観としての里山
’`　 自然要因と人的要因の相互作用の結果

里山の多様なめぐみ（生態系サービス）

生態系サービス：人々に利益をもたらす生態系機能のこと。自然の恵み。

供給サービス

食糧

淡水

木材および繊維

燃料

その他

調整サービス

気候調整

洪水制御

疾病制御

水の浄化

その他

文化的サービス

審美的

精神的

教育的

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 的

その他

基盤サービス

栄養塩の循環･ 土 壌形成一一時生産･その他



里山学研究センター

・　 能 谷 大 学 の 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト （2004 年 ～ ）

・　 人 文 科 学 ・社 会 科 学 ・ 自 然 科 学 を 朗l¶|と す る

学 内 外 の 研 究 名 が 参 画

・　 里 山 を 中 心 と し た 、 人 間 と 自 然 環 境 と の 持 統

可 能 な 関 係 の 再 構 築 につ い て 調 査 研 究 を 行 う

・　20J5 ～2020 年 度 は 「琵 琶 湖 を 中 心 と す る 循 環

型 自 然 ・ 社 会 ・ 文 化 環 境 の 総 介 研 究

－Sat ｏyａｍ ａモ デ ル に よ る 地 域 ・ 環 境 政 策 の

新 展 開 一一」に 取 り紺 む　 センターll!卜llnﾋi（咄ｌ―人学決

学i;|;･絞鯉1

め　 研 究 体 市|）

1班 「水と生 命」 哨究 班

2壇 「資源 と屁栗 」研 究咀

3壇 「＆と 暮ら し」研 究班

総合11 究 恵
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市民の関わり：「龍谷の森」里山保全の会

・会の沿革:2001 年に瀬田学舎隣接地保全の会（教員有志）

・2003 年に「龍谷の森」里山保全の会（教員･市民）

・活動日：毎週第2土曜日（2013 年度は25回）

・会員数:105 名（世話人代表：宮浦富保）

・活動内容：

・森林整備（枯死木除伐、道普請、草刈り、薪作り、シイタ
ケ栽培、腐葉土作り、実習指導など）

市民による現代的な里山利用に向かって

･ 里山の自然に、現在の生活に合った価値を

見出す

・里山での活動自体に、新たな価値を見出す

・地域に蓄積された知恵や、科学的な知識を

生かして、生態系サービスを持続的に利用

できるような里山利用を模索する
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里山保全の会作業小屋
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龍 谷 大 学 瀬 田 隣 接 地 「 龍 谷 の 森 」
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里山のモザイク状の景観

賄||林、水田、畑、ため池など様々な環境が近接し、モザ

イク状の景観を形成している

う多様な生息環境を創山

⇒高い生物多様性

瀬田・田上の山の今昔

･明治期

ｅ松（アカマツ）が優占

ｅ松は小木が主

ｓマツ林以外の植生は、
柴生

削まげ山状態の場所もあ

る

現在

●

●

●

コナラ・アカマツ 。

ソヨゴ等が優占

中・高木が主

はげ山状態の場所は

ほとんどない

地域の環境史

地 域 の 人 と 自 然 の 繋 が り の 歴 史 か ら

… 過 去 の 成 功 、 失 敗 と そ の 対 策 を 学 ぶ

… 地 域 の 特 徴 を 把 挫 し た 上 で 未 来 を 考

え る

龍谷人学里山学研究センタ一は、 ‾巫山学｣ として提唱

田上の生態系サービス

田上山地の過剰利用（オーバーユース）によって、

自然のバランスが崩れ、予期しない災害（洪水）

が発生してしまった。

木材供給
桔抗関係

・ 木 材 供給 地として 過 剰陽

利 用した歴 史
■-■･㎜■■㎜■･･

水源調整

・洪水と治山 一治水の 歴史



瀬田の里山の生態系サービス

1｡ 石樋による水量調整

2. 三段の溜池の構造

3. 溜池のネットワーク

を持つ溜池を築くことで、里山の生態系サービス・

水源涵養機能を効率的に利用し、農地を拡大した。

瀬田・田上の生態系サービスの事例

から学ぶこと

1. 里山の生態系サービスは措抗関係にあり、使い

方によっては予期しない被害を被ることがある。

・　田上の森林伐採と洪水

2. 適切な生態系管理と技術の導入により、生態系
サービスの負の効果を低減できる。

、 田上の治山治水事業

・　瀬田の溜池システム

瀬 田 ・田 上 に お け る

生 態系 サ ービ ス の 変 遷

・飛鳥・奈良時代

近代国家成立に伴う都造営等のために、森林が乱
伐された一過剰利用（オーバーユース）

･江戸時代以降
森林の過剰利用に起因する災害を防止し、効率的

に生態系サービスを利用する試みが繰り返された

･現代
建築材・エネルギー源として木材を利用しなく

なった一利用不足（アンダーユース）

里山の現状

－“健全”な里山がなくなりつつあるー

↑

“健全”な里山：身近な自然を持続的に利用するシス

テムが機能し、多様な生態系サービス・モザイク状

の景観・高い生物多桧|生か維持された里山

・土地利用の転換

・里山利用の衰退

・マツ枯れ・ナラ枯れの蔓延

」
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